
［成果情報名］新型注入器（モ５号）を用いた人工授精および受精卵移植の受胎率向上

［要約］ホルスタイン種への受精卵移植およびホルスタイン種経産牛への雌選別精液の人

工授精において、新型注入器（モ 5 号）を利用することにより受胎率が向上する傾向にあ
る。
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［背景・ねらい］

これまで雌選別精液の受胎率向上のため受精卵深部注入器（モ 4 号）を 0.5ml ストロー
用に改良し、試験を行っていたが、一部の製品で先端金属の脱落事例が発生したため、ミ

サワ医科工業と共同で人工授精および受精卵移植に供用できる深部注入器（モ 5 号）を開
発した。これを使用した人工授精と受精卵移植での受胎成績について、一般的なステップ

式注入器と比較をする。

［成果の内容・特徴］

１．モ 4 号は先端に金属製のパーツを使用しているが、モ5号は先端をスライド式にする
ことにより金属パーツを使用せず、また、先端に先穴と横穴を３ヵ所開口して、確実に

精液、受精卵を子宮角最深部に注入できる。また、一般的に利用されているステップ式

注入器に比べ約 17cm深部に注入できる（図１）。これまでの注入器は人工授精用（0.5ml
ストロー）、受精卵移植用（0.25 ml）の２種類が必要であったが、モ５号では供用が可

能である。

２．群馬畜試で飼養するホルスタイン種を用い、人工授精で経産牛延べ 159 頭、受精卵移
植では経産牛延べ 97 頭、未経産牛延べ 70 頭を供した。人工授精は発情発見後に直腸検
査を行い、ＡＭ－ＰＭ法により実施する。受精卵移植については発情後７～８日目に良

好な黄体が存在した牛に実施する。

３．受胎成績は 2010 年４月～ 2014 年 9 月末までに直腸検査により妊娠確認ができたもの
から算出する。

４．ホルスタイン種経産牛に雌選別精液を用いて人工授精した時の受胎率は、モ５号を用

いると高い値である（表１）。

５．ホルスタイン種の受精卵移植にモ５号を用いた場合も受胎率が高い値である（表２）。

［成果の活用面・留意点］

１．モ５号は容易に深部注入できる注入器であるため、通常のステップ式と同様の注入位

置からチューブを伸ばすと卵管周辺を傷つけ受胎率が低下する可能性がある。そのため、

子宮角の浅部でチューブを伸ばす。

２．人工授精の際は、子宮角最深部に精液が注入されるため反対角への精液の移送は起き

ないので、直腸検査による左右卵巣の確実な卵胞把握が必要である。



［具体的データ］

表１ ホルスタイン種経産牛人工授精成績

試験区 使用精液 授精頭数 受胎頭数 受胎率(％)

モ５号区 選別 １４ ８ ５７ .１
モ４号区 選別 ２２ １ 1 ５０.０

ステップ区 選別 ２８ ６ ２１.４
ステップ区 通常 ９５ ４５ ４７.３

表２ ホルスタイン種受精卵移植成績

試験区 移植頭数 受胎頭数 受胎率(％)

モ５号区 ４３ ２７ ６２ .８
モ４号区 ２５ １４ ５６ .０
ステップ区 ９９ ４９ ４９.５

（群馬畜試）
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